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日本産ミドリムシ藻 Eutr，φtぬの 3種
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Kato， S. 1994. Three species of Eutr，φtia (Euglenophyceae) from Japan. Jpn. J. Phycol. 42: 221-226. 

Three species of Eut坤 tia(Class Euglenophyceae) were described on the basis of the specimens col-

lected from one pond and three beaches of Japan. They are E. viridis Perty， E 戸ertyiPringsheim and E. 

glohulifera van Goor. Duri時 thisstudy， the followi時 additionalinformation concerning their morphology 

and taxonomy have been obtained. Muciferous bodies of E. viridis are small and spherical. Type material 

of E. tertyi (CCAPI226/3) has striations on its pellicle. E. glohulifera has chloroplast ribbons radiating 

from a pyrenoid centre which was first described as a globular body by v叩 Goor(1925). E. ter.りidiffers 

from E. viri・disin its larger size of cell and eyespot. 
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Eutrettiaは長さがほぼ等しい 2本の鞭毛と葉緑体を た。観察は光学顕微鏡(オリンパス社製 BH2)を用

持つことで特徴づけられるミドリムシ藻で， 1852年に いて主に対数増殖期の藻体で行った。また，観察の際

Pertyによりスイスから得られた E.viridis Pertyをタ にノマノレスキー式微分干渉装置(オリンパス社製

イプ種として属が設立されて以来， Entz (1883)， BH2-NIC) も用いた。さらに，漠体の固定には 1%

Steuer (1904)， Skvortzow (1925)， van Goor (1925)， Skuja オスミウム酸蒸気，ピレノイドの染色にプロピオン

(1948)， Pringsheim (1953)， Butcher (1961)などにより新 カーミン (Rosowskiand Hoshaw 1970)，粘液体の染色

種及び新変種が記載され，現在 8種 2変種が知られて に0.1%中性赤水溶液，動きを抑えるために 1%メチ

いる。日本ではこのうち E. viridis と E. tertyi Pr- ノレセルロース水溶液をそれぞれ用いた。尚，比較のた

ingsheim の2種が報告されているにすぎず(羽田 めに， CCAP (Culture Collection of A1gae and Protozoa， 

1972，山岸 1977，斉藤 1982， 1984，加藤 1991)， United Kingdom)からの分譲株 CCAP1226/3(Thomp-

しかも，E. teのzは種名のみが報告されているだけで son et al. 1988)もあわせて観察した。

ある(斉藤 1984)。

筆者は我が国に産する Eut坤 t.a の種類を明らかに 結果と考察

しそれを記載するため，単離・培養したクローン培

養株を観察したので，その結果をここに報告する。 今回単離・培養できた Eutゆt.aの6株は，以下の 3

種に同定することができた。このうち，E. glohul;抑a

材料と方法 V組 Goorは日本新産である。

1) Eut坤 tiaviridis Pe口y，Kenntn. Klein. Lebensf. 168. 

採集は1985年および1990年に池や海岸の砂浜で大型 pl. 9. f. 1. 1852. (Figs. 2， 5-6) 

ピベットまたは薬さじを用いて行った (Fig.1)。採集 遊泳中の変形運動をしていない細胞は倒卵形で，尾

した水または砂など中の藻体はピベット洗浄法で単離 部は細長く突出しており，細胞の長さは 41-63pm， 

し，土壌ー水ニ相培地 (Pringsheim1946)の水の代わ 幅は 8-18μmである。変形運動は著しく，輪状に突

りに AF-6培地(加藤 1982)を用いた二相培地また 出したふくらみが細胞の頭部から尾部に，あるいは尾

は水の代わりに PES培地 (Provasoli1966)を用いた二 部から頭部に向かつて急速に移動しこれに伴って細

相培地で矯養した。培養は温度 100C または 200C， 胞の形や大きさがかなり変化する。葉緑体は細胞のほ

照度約 3000lux， 12-12時間の明暗周期の条件下で行っ ぼ中央部にある 1個のピレノイド・センターとそこか
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Fig. 1. A map showing the localities where three species of Eulr，ψIItJ were collected. Syrnbols indicate 
出etaxa. 1. Cape Ayamaru. 2. Kakizaki. 3. Nihon University campus. 4. Kamoi harbor.・:E. viridis Perty. ・:E. terlyi Pringsheim. 11.: E. globulijera van Goor. 

ら放射状に外皮にむかつてのびているリボン状の葉緑 E-1098， E-1103， E-1105の3株の観察結果は Perty

体片からなる。しかしながら，対数増殖期の後半にな (1852)の原記裁にほぼ一致していた。日本では本種は

ると葉緑体片がピレノイド・センターから離れ，円盤 すでに広島県沿岸(羽田 1972)，神奈川県沿岸(斉

状をしている細胞も多い。ピレノイド・センターは 1 藤 1982， 1984)，埼玉県および宮城県(加藤 1991) 

個のピレノイドからなる。核はほぼ球形で，径 8ー から報告されている。また，山岸(1977)によれば北

12μm，ピレノイド・センターの尾部寄りに近接して 海道からも本種の報告がある。これらのうち，羽田

位置する。 2本の綾毛の長さは体長の 1-1.5倍，限点 (1972)が報告した広島県沿岸産のものは細胞の長さ

の大きさは 3μm，粘液体は小さくて穎粒状，パラミ が 10-20pmで，本種としては小さすぎることから E.

ロン粒は卵形で小さい。貯胞の側方に収縮胞がある。 目iridisでないと考えられる。斉藤(1982，1984)が報

100C， AF・6培地を用いた二相培地で培養。 告した神奈川県沿岸産のものと今回観察した E・1098

培養株 :E・1098，E・1103，E・1105(神奈川県藤沢市 などの 3株のものでは粘液体以外の形態はよく一致し

の日本大学農獣医学部キャンパス内のコンクリート製 ていたが，粘液体の形は神奈川県沿岸産のものは紡錘

の小さな池， 1990年1月25日)。 形であるのに対して E・1098などの 3株のものは頼粒

タイプ産地:スイス。 状をしている。このことから，両者は別の分類群と考

分布:ヨーロッパ，北アメリカ，日本。 えられるが， Perty (1852)の原記裁には E.viridisの粘
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Figs. 2-4.百reesp町 iesof Eutrept必. 2. E. viridis P聞 y. 3. E. terlyi Pringsheim. 4. E. globu/;扮avan

Goor. Scale bars: 10μm. 

液体について何も述べられていない。そこで，現時点

ではタイプ標本が採集されたのが海ではなく水蓮など

が生育している池である点を重視し，日本大学農獣医

学部キャンパス内の水蓮が生育しているコンタリート

製の池から得られた E・1098，E-ll03， E-ll05の3株の

藻の方を E.viri・'disとして扱うのが適切であると恩わ

れる。

2) Eutrettia t，叫yiPringsheim， Arch. Microbiol. 18: 

152. f.←6. 1953. (Figs. 3， 7) 

遊泳中の変形運動をしていない細胞は倒卵形で，尾

部は細長く突出しており，細胞の長さは 56-80pm，

幅は 18-25pmである。変形運動は著しく，輪状に突

出したふくらみが細胞の頭部から尾部に向かつて急速

に移動し，これに伴って細胞の形や大きさが変化する。

業縁体は細胞の中央部の頭部寄りにある 1個のピレノ

イド・センターとそこから放射状に外皮に向かつての

びているリボン状の業縁体片からなる。しかしながら，

定常増殖期の細胞では葉緑体片がピレノイド・セン

ターから離れ，楕円形状または円盤状をしていること

もある。ピレノイド・センターは 1個のピレノイドか

らなる。核はほぼ球形で，径 10-14pm，ピレノイド

・センターの尾部寄りに近接して位置する。 2本の鞭

毛の長さはほぼ体長と同じか幾分短く，限点の大きさ

は 5-7pm，粘液体は小さくて穎粒状，パラミロン粒

はりング状あるいは卵形で小さい。貯胞の側方に収縮

胞がある。 200C，PES培地を用いた二相培地で培養。

培養株 :ME・30(鹿児島県大島郡アヤマル岬の海岸

の砂の表層， 1985年3月15日)， ME・33(静岡県下田

市柿崎の海岸の砂泥の表層， 1985年4月12日)。

タイプ産地:プランキャスター(イギリス)。

分布:ヨーロッパ，日本。

ME・30，ME・33 の2株の観察結果は Pringsheim

(1953) の原記哉とよく一致していた。本種と前記の

E. viridisは非常によく似た形態をしているが，本種は

細胞および眼点がより大きい点で E.viridisとは容易

に識別することができる。 Butcher(1961)は本種が E.



224 

5 

8 

Kato， S. 

m
 

ー_16 - 7 ー・・・・・・・圃

9 

11 
Figs. 5-6. Eutrettia viridis Perty (strain E-l098). 5. A clavate cell. 6. A cell stained with neutra1 red 

Mu口ferousbodies are small and spherica1. m: muciferous body. Sca1e bars: 10μm 
Fig. 7. Eutrettia ter加 Pringsheim(strain ME-33). A clavate cell. Scale bar: 10μm 
Figs. 8-11. Eutre，戸tiaglobuliJera van Goor (strain ME-45). 8. A fusiform cell. 9. A cell with chloroplast 

ribbons radiating from a pyrenoid centre. 10. A cell with a pyrenoid centre covered with paramylon bodies. 11 
A cell stained with propionocarmine. A pyrenoid centre stained dark purple. c: chloroplast ribbon. p.c.: pyrenoid 
centre. p: paramylon body. Scale bars: 10μm 
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viridisと異なっている点として，本種の外皮に条線が Euglena spp. と共に出現し，浜辺全体を緑色に変えて

ないことをあげている。これを確かめるため， Pr- いた。

ingsheim (1953)が本種を記載する際に観察した培養株

(CCAP1226/3)をCCAPから譲り受けて観察したとこ Eutゆtia3種の検索表

ろ， Butcher (1961)の記載とは異なり，外皮に条線が 1.細胞は紡錘形または倒卵形で，尾部は細長く突出

あることが確認できた。このことから，外皮の条線か していない....・H ・....・H ・...・H ・-…・……E.globul抑a

らでは本種と E.viri・'disとを識別することはできない。1.細胞は倒卵形で，尾部は細長く突出している…2

本種は海岸の砂や砂泥の表層に出現し，浜辺を緑色に 2.細胞の大きさは 41-63x 8-18μm，限点の大き

変えることが多L、。アヤマル岬ではごく狭い範囲の浜 さは 3μm ・H ・.....・H ・..…...・H ・H ・H ・...E.viridis 

辺を薄緑色に変えていただけであったが，柿崎では 2.細胞の大きさは 56-80x 18-25μm，眼点の大き

Euglena viridis Ehrenberg var. Iw.lophila Pringsheimと共 さは 5-7μm...・H ・.....・H ・..…………………E.P町併

に出現し，浜辺全体を緑色に変えていた。なお，日本

では今回採集した 2地点以外に大阪湾に出現したとの 謝 辞

報告がある(斉藤 1984)。

3) Eutreptia globul併ravan Goor， Rec. Trav. Bot. Neerl. 

22: 308.五13.1925. (Figs. 4， 8-11) 

遊泳中の細胞は紡錘形あるいは倒卵形で，長さ 20-

33μm，幅 8-10μm，遊泳していないときに変形運動

が活発におこる。葉縁体は細胞の中央部または頭部に

ある 1個のピレノイド・センターとそこから放射状に

外皮にむかつてのびているリボン状あるいは細長い倒

卵形の業縁体片からなるが，対数増殖期の細胞でも葉

緑体片がピレノイド・センターから離れ，円盤状をし

ていることが多L、。ピレノイド・センターは 1個のピ

レノイドからなり， 4-7個の時計皿状のパラミロン

で覆われ，葉緑体片が離れた状態のものは球形の構造

に見える。核はほぼ球形で，径 5-6μm，ピレノイド

・センターの尾部寄りに位置する。 2本の鞭毛の長さ

は体長と同じで，眼点の大きさは 3p.m，粘液体は小

さくて頼粒状，パラミロン粒は卵形で小さい。貯胞の

側方に収縮胞がある。 200C，PES培地を用いたこ相培

地て培養。

培養株 :ME・45(神奈川県横須賀市鴨居港の海岸の

砂泥の表層， 1985年10月20日)。

タイプ産地:オランダ北西部。

分布:ヨーロッパ，日本。

ME・45株の観察結果は vanGoor (1925)の原記載と

一致していた。本種の葉緑体は原記載に示されている

ように円盤状をしていることが多いが，これは葉緑体

片がピレノイド・センターから離れたためであるこ

と，本種の特徴として種小名のもとになった九in

kugelrunder Korper"はプロピオンカーミンによる染

色からもピレノイド・センターであることなどが今回

の観察から明らかになった。本種は E.p.叫~i と同様に

海岸に出現し，浜辺を緑色に変える。鴨居港では

本研究をするにあたり援助くださった元日本大学農

獣医学部教授の山岸高旺博士および日本大学農獣医学

部の大島海一助教授にお礼を申し上げる。
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